2018.6月　夏の邪の診察法・治療法　文字起し

N：おはようございます。学術部長の中本です。宜しくお願いいたします。今日の座学は、先月と同じようなグループディスカッションで話し合っていきたいと思います。今日は2題、題を用意しました。1題目は「夏の邪の治療について」。そして2題目が「夏の邪を処理する場合、陰陽調和の手法はできているか？」と言うことで、話し合ってもらいます。まずですね、今から約30分、45分までグループで話し合ってもらってですね、その後20分間、フロア同士で意見交換をしていきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。では本田先生、1題目をお願いいたします。

H：はい、おはようございます。何回もおはようございますって言っていますね。えっと、今日はですね、いいですか？大丈夫ですか？「夏の邪の診察法と治療法」ということで、グループディスカッションをしていきます。一人ひとりのご意見を聴かせていただいて、それを学術に取り込んで、臨床に繋がるようにしていきたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。今日ですね、話し合うテーマの一つとしてはですね、夏の邪の治療ですね。これを上手く使えているのか、どうかと言うことを話していただきたいな、と思っています。それが上手く使えていないのは、ただそれだけで終わるのではなくて、どうしたらそれが上手くなるのか、と言うことも、話し合って欲しいんですよね。先月の「労宮の触り方が分からない」と言うことで、そのままで終わってしまったのは、とてももったいないと思っているんです。触るんだったら、触り方をどうすれば良いのかと言うところまで、皆さんと一緒に話し合って、実技の話になるかもしれませんけど、それをまた、お昼からの実技につなげると言うこともできますので、その内容をお話ししてください。そうしてですね、よくあると思うんですけど、季節の治療と言うものを治療の中で採用せずにですね、違う治療をしてしまうと言うことがあると思うんです。してしまうと言うと語弊があると思うんですけど、やっぱし僕たち、昨年度から季節の治療と言うものを、ずっとやってきましたよね。しかも古典に書かれていて、それが有効だと言うことも分かっていると思います。でも、この季節で、夏の季節で夏の治療と言うものをせずに、例えば、夏なんだけれども濇脈を打っていて、濇が目立つから金穴を使うと言うのも1つなんだけど、宇宙の法則と言いますか、天の気の影響と言うものは大きいものだよ、と言ってきたのに、どうして夏の治療と言うものをしなくなっているのか、色々と理由はあると思います。それをですね、聞かせていただけたらと思います。今回はですね、先月と違って、ここで夏の治療についてたくさん話しません。なので、たくさん時間を取っているのは、皆さんが一人一人、話せる時間を取っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。

N：では、そのままグループの中で、話をしてください。宜しくお願い致します。

（0：03：45）
1題目「夏の邪の治療について」
N：じゃあ「夏の邪の治療について」まずは1班の方から、出た意見を言っていただけたらと思います。

竹下：はい、1班です。「夏の邪の治療について」なんですけど、皆さん、これを取り入れてやっていると言うことで、余り他の事を考えて治療していなくて、やっぱり順番を、夏だから24時間暑さなんて言うのが影響して、暑邪が影響していると言う風に考えると言うよりは、全体的な意見として、脈を最優先、一番に診て、その脈に仮に濇脈が打っていたと言う場合は、濇脈に対しての治療を、夏であってもやる場合があると言う、そんな話になりました。勿論、暑邪って言うのは、必ず影響していると言う意識はあるんですけど、やっぱりその時に目立った実と言うか、邪の影響、他邪の影響、環境によって、所謂、冷たいものをいっぱい食べているとか、夏であってもクーラーに当たったり、かき氷を食べたりとかで、濇脈と言う形で寒邪なんかが入っている人がいたら、やっぱりその寒邪を優先するということでした。あと、上手くいっているかどうかなんですけど、結構、上手くいていると言う話が出ました。上手くいかないっていう場合は、大抵は触り過ぎだったりとか、鍼を持って行く時に、一回やってみて何か違う、もう一回やってみて数を多く触ってしまったり、と言うドーゼ過多の時に失敗すると言う話が出ています。あと、疑問の部分ですよね。そっちは、夏とか春って言うのは弦とか鈎っていうのは、ちょっと強く感じたりっていうのは分かりやすいんですが、夏なので今は鈎とかなので、ちょっと診やすいと言うことなんですけど、秋とか冬で濇だったり沈濡なんていう脈は、分かりにくいという意見が出まして、ここに関して触り方とかも考えれるんですけど、どうやったら分かりやすくなるかって言うのは、ちょっと夏と外れるんですけど、そう言う風に問題提議をしていました。以上です。

N：はい、ありがとうございました。今の最後の所は、本田先生はどう思われますか。

H：最後の所を、もう一回、お願いします。

竹下：春とか夏は弦とか鈎が、比較的、脈診をするうえで捉えやすいと言うことなんですけども、話がちょっと変わって、秋とか冬の場合は、沈濡とか濇とかそう言った脈に関して、ちょっと分かりにくいなっていう部分があって、そう言う時になると季節が変わっていくと、夏は得意、春は得意。だけど秋とか冬は、何かちょっと診にくいからん～と思う時がある、と言うような話です。

H：それをどう言う風に改善していくのか、ということですか？

竹下：それもあったんですけど、良い答えが言えなくて、良ければ教えていただきたいと思います。

H：答ではないんですけど、脈を診る時に、僕たちは三菽の所から診ていくと言うことをしていると思うんですよね。で、春夏とかの脈状とかは捉えられるようになってきたんだと思うんです。でもその逆に、深い所、所謂、沈脈の部分の所に、昔は指をヅブッと突っ込んでいったのが、しなくなったから、浅い所の情報だけを頼りにしようと言うことに繋がったんじゃないのかな、とちょっと思いました。だからその、浅い所も大事なんだけど、深い所にまで、しかも季節って言うのをやっぱしベースにしているんですから、秋冬って言うのは、その気って言うのは下がって来るって言うことで、陰の部分に下がってくるって言うことで、そこをやっぱし重視して診ると言うことも、その季節になればした方が良いのではないかな、と思いました。

竹下：ありがとうございました。

H：逆に質問したい所があるんですけど、季節は夏だよ、って言うのは前提で出ているじゃないですか。そして、濇脈があって、濇脈とか弦脉とかもう少し目立つような脈状があったと言うことなんですけど、その時に、その夏だから夏の影響というのは確実にあるともおっしゃってたので、そのあると言うものを前提に、例えば夏は滎火穴を触るですよね。そのツボをまず触ってみると言うことは、試されなかった？試したんでしょうか？その1班の中では。された人はいるのでしょうか。

竹下：そこまではちょっとまだ、話はしていなかったんですけども、少なくとも僕は両方触っています。気になることろがあった場合と言うか、胃の気が出てこないだったりとか、濇が一番だと思って仮に脈を信じて、濇の言ったら金穴だったりとかを触ってみて、それが微鈎が出て、胃の気がしっかり出ると言うような脈になるようだったら、そこで行こうかなと思うんですけども、そこまでに納得のいく形で良い脈が出てこない場合は、やっぱり暑邪って言う所の影響が強く出ているのかな、ということで2番手を触っています。

H：はい、そう言う方法もありますよね。多分、見比べると皆さんもそうだと思います。これ、別に詰問とかではなくて、1つのツボに対してね、目立つ脈を触ると言うのは多分、大前提だと思います。この間の実技とかでも、労宮の話題が出て、反省会の奴を読んだんですけど、上手くいかなかったという時に、上手くいかないだけで終っても良いのかなという。もっと上手くいくための方法と言うものを見出した方が、もしその労宮が本当にダメでも、違うツボでも効果が出ると思うんですけどね。その辺のことも聞きたいな、と思っていたんですよね。ただ、特に別に答えていただかなくても大丈夫です。

N：この辺り、他の班ではどんなですかね。例えば、季節のツボをどんな脈を打っていても触っているとかですね、そう言う話が出たとかはないですか？海老原先生。

海老原：これ答えたら、もう当てられないんですか。3班の海老原です。うちの班では一応、皆さん、使ってはいました。先月のディスカッションをして実技をして、私は今日までの1ヶ月間、一応、最初に心経心包経を診てみるっていうのをやったんですけど、結局やっぱりピタッと来る時もあれば、何か違うんかなって思う時もあって、その違いはやっぱり何か、脈でしっかり捉えきれてないんだなと思ったことと、やっぱり結局の所、触り方で本当、触っただけだったら上手く行ってたけど、鍼したら上手くいかんってなると、結局、手技の問題になるんだなと言うのは、この1ヶ月思ったことでした。うちの班の先生方も、家族とか治療院とかで治療されて、取り入れてる方が多かったですけど、やっぱり何かその以前の問題で、とりあえず最終的に夏だから使おうっていう結果になったんですけど、まずは使ってみて変化が良ければ良いっていう結果にはなったんですけど、まずは使ってみると言う、でもやっぱり何か自分たちでちゃんと感じて、選択して使いたいと言う想いがあって、ちゃんと脈で判断できたら良いなと言うのも思いました。とりあえずは、季節だからまずはやってみようと言う面では、今日名古屋からいらしてくださっている宮田先生は、そう言う感じで「とりあえずやってみよう」みたいな感じで使われていると言うことで、良い時もあるし、違うなと思ったら違うツボに変えると言うことで、一応、皆さん取り入れてはいましたが、精度を、手技にしても選択するまでの過程にしても、もうちょっと精度を上げたいという内容でした。以上です。

N：はい、ありがとうございます。片岡先生はさっき、ありましたっけ？

片岡：はい、4班です。えっと、4班、今の内容ですよね？季節は皆、意識はしているけれどもできていないとか、さっき出た話だったら濇脈、夏なのに濇脈とか違う季節の脈が出ていたりとか、四診法で違う情報を得た時に、夏だけれども違うツボを使うって言う人だとか、あとは季節を意識するけれども、それは夏だから火の邪が影響しているって言う風に考えるんじゃなくて、ゴールの脈、微鈎であるという、微鈎とか夏だから脈は浮くだとか、そういうゴールとして季節を意識しているって言う方がおられました。あと患者さんが来院する前から、火穴とか心・心包・小腸・三焦、そこを決めて治療に当たっている。脈を診たら濇、皮膚の状態も濇だけれども、火穴っていうのを決め打ちみたいな感じでやる。それで脈が良くなるっていう意見もありました。質問はありません。

N：はい、ありがとうございます。

H：はい、そしたらちょっと皆さんにお聞きしたい事があるんですけど、夏の治療をする時に鈎脈っていうのは、多分皆さん、診たら治療すると思うんです、絶対に。じゃあ、1つ目は鈎脈と言う脈状と言うものを、どう言う風に皆さんは捉えているのかな、と思うんです。あの多分、鈎と言う漢字だけで考えるよりも、十五難にはそう言う風に書いてるからそれが大事なんですけど、例えば祖脈って言うのは、八祖脈って言うのは練習しますよね。そう言う脈状ではどういう風に診ていくのかとか、と言うことも含めてもっと、まあ多分、濇が目立つって言われたら濇が目立っているのかもしれませんけど、夏で浮いていたりとかすると、やっぱし僕は夏の影響って言うのがあったりすると思うんですよね。その上に濇があるかもしれないんですけど、季節の影響として、夏の影響としてそれをまず取っていくと言う事も可能ではないのかと。可能だと思っています。あともう一つはですね、夏の脈は鈎脈だけど、夏の影響は鈎脈だけを表しているのかな、と。もしかしたら鈎脈と言うものに、僕たちが認識する鈎脈になりかけている、なろうとしている、なりそうとか、そう言う状態も鈎脈だと思うんですね。それをもし、例えば濇とかまではいかないかもしれないですけど、僕は濇でも夏の影響が、今の季節、あると思って、自分が捉えられないと思って診ているんですけど。でも、例え濇でも沈脈でも緩脈でも夏の影響がある季節だから、上手に火穴を使って治療したら、脈状は改善することもありますから、鈎脈だけが夏の影響と言うものを表しているんじゃないのではないか、とちょっと思ったんですね。その辺り、皆さん、どのようにお考えなのでしょうか。宜しくお願いします。

N：今のご意見、いかがでしょうか。はい、森本先生。ちょっとマイクが行くのでお待ちください。

森本：今の、本田先生の話なんですが、どう言うことなんですか。鈎脈じゃないものもあると言うことが言われたいんですか？どういうことなんですか。

H：そうです。鈎脈っていうものの、生まれ始めから一番分かりやすい所まで、結構幅があるんじゃないのかな、って言う所で、鈎脈として捉えないものも鈎脈の部類に入っていて使えるのではないかな、と思ったことがあります。

森本：要するに、例えば立夏のころはまだ鈎脈か緩脈か弦脈か良く分からないものが、ドンドンドンドン季節とともに鈎脈に育っていくって言う考え方なんですか？

H：はい、そうです。

森本：そりゃあっても当然良いと思いますよね。身体も皆さん違いますからね。ただですね、皆さんの議論って言うのはね、基本的におかしい、って言うたら言い過ぎかな。やっぱちょっと間違っていると言うか、ずれているんじゃないかなと思っているんです。例えば濇脈があって良いんですよ。でも季節って言うのは皆、一緒なんですよ。だから季節を見落としている、と言う部分があるんか、それとも濇脈が目立っているんかもしれませんけどね。でもまず基本的には鈎脈と言うか、夏の影響を受けていると言うことが大前提じゃなかったら、こんなものは何に前提にもならん訳ですよ。まずそこを押さえることが大事なんです。それで臨床は勝手ですよ。例えば濇脈を取ったら良いでしょう。それで良くなれば、それはそれで良いです。でもここは、言ってみれば季節の治療を今、勉強している時間帯なんじゃないですか。そしたら基本的に、先ずは鈎脈を押さえることから練習しないと、季節の治療法は多分、腕が上がらない。そう言うことになるような気がして、先ほどからの話を聞いていたんです。それで1つ、竹下先生に聞きたいんですが、濇脈って言う話が出ましたよね、竹下先生。出ましたよね。これはどこの経の金穴を使ったんですか？肺経ですか？それとも心経ですか？心包経ですか？

竹下：山崎先生とかの意見として濇とか出たんですけど、僕はあまり夏は濇を診ることはないんですけど、仮にと言う話で僕も今、頭の中で言ったって言う所がありまして、ただ証があるとしたら、僕の場合だったら一番濇が目立つ、六部定位の中でも所を取って、そこの濇、金穴だと思います。

森本：え、それはどう言うこと？じゃあもう、季節は捨てるわけ？

竹下：捨てては無いんですけど、

森本：何を重視するんですか？経で言えば。

竹下：経ですか？基本的には心

森本：心経に要するに寒邪が入ったと言う、要するにそう言う考え方ですか。心経や心包経

竹下：もし濇が入ったと言うならば

森本：誰が間違えとか、違うんですよ。先生はどう言うような考え方でやっておられるのかとか、そういう判断はどう言う考え方でそういう発言が出たんかなと、どう言う考え方でやられたんかなと言うのを聞きたいだけのことです。

竹下：僕ですよね。どう言う考え方って言うのも、まずは意識して、鈎脈って言うのを必ずあると言う風には思うんですけれども、それよりも濇とかの方が目立つって言う場合は、その濇が一番大きく目立った所の経ですね。それは経の選び方を脈の六部定位から決めている

森本：じゃあ、ずっと詰問します。あの、あれですね。例えば、季節の治療をしようと思ったのに、腰が痛い、腰が痛い、腰が痛い、腰が痛いって患者さんがやたらに言っていたら、もう季節の治療をやめて腰痛の治療をするんですか？

竹下：いや、しないです。

森本：と言うことと一緒なんですよ。濇脈を触ると言うことは。と思いません？

竹下：そうですね、はい。

森本：あの、別に臨床はどっちでも良いんですよ。でも、勉強するって言うのは、そういうようにしていかないと、多分、季節の治療は自分のものにならない

竹下：ただ臨床では僕は、この夏に入って濇脈は使っていないです。

森本：先ほど、夏はあまり濇脈を診ないって言われていましたよね。いくらでもいますよ。いくらでも。

竹下：あまり今の人では使わないですね。

森本：でもそれは

山崎：それはおかしい。

森本：それはおかしい。

竹下：そうですか。

森本：はい、おしまい。

H：ありがとうございました。

N：山崎先生、何かありますか。

山崎：あの、夏、濇脈、仰山ありますよね。

H：誰に？

山崎：誰に言うのか、竹下先生が無いって言うたから。実際の臨床の話ね。それで森本先生の話は分かりにくい、森本先生ごめんね。変なことを言ったらまたあとで怒ってね。あのここは、あの季節の影響を受けた時の対処の仕方を、一年間勉強してるんだから、頭が痛い言おうが、腰が痛い言おうが、濇脈ガンガン打っとろうが、火穴を使うことでどうなるかという、季節に応じたツボを使うことでどうなっていくかいうことを研究しているわけでしょ、この1年2年は。そう言う話ですやん。だけど実際に自分の所に来た患者さんを診る時には、勿論その技術が必要な場合はそれしますけど、実際に、夏、濇脈多くないですか？冬ですよ、夏なんかって言うのは。クーラーの中でかき氷食べとったら冬でしょうよ。違います？ガンガンのクーラーの中で毎日かき氷食べとって、ちょっと食欲なくて頭が痛いねって患者さんが来るので、そんなん冬の患者さんと僕は思っています。だからそれが無い言う表現は具合が悪いんと違うかなと。そう言う患者さんもおるよと。今、ここで勉強しているのは極端な患者さんでない、ややこしい患者さんの話じゃなしに、夏は絶対に、この土地に住んでいる以上、夏は絶対、鈎脈の影響を受けるんですよ。他の星に行かない限り、と言うことみたいです。以上です。

竹下：はい、すみません、訂正します。僕も無いって言ったらゼロみたいな感じですけど、治療室の時は基本、やっぱし火穴を最近使うことが多かったって言う意味で言っちゃいました。以上です。

N：はい、今、森本先生が言われたように、今はうちの会は季節の治療と言うことでやっていますので、それで僕なんかは濇が実際、治療院で多いと思いますけど、ほとんど火穴でやっています。そうすると、やっぱり結構良い状態になっていますので、夏の影響は当然、あるものだと思っていやっています。えっと、そろそろ、中村先生、どうぞ。

中村：2班です。2班で質問をさせていただきたいんですけど、資料で、夏の邪の治療の資料で精気論からの治療、邪気論からの治療っていうこの2点が挙げられているんですけど、精気論からの治療って書かれていまして、「心を補うと心の精気が回復し、血脈が巡ります」って書かれてあるんですけど、実際の臨床で精気論側から、心を補うと言うことが実際の臨床であるのかどうかって言うことと、その場合、もしあるのであれば、その選択されたツボって言うのは、邪気論で選択されたツボと同じツボになるのかどうか、って言うこの所をお伺いしたいんですけれども、お願いします。

H：まず僕の。昨年度からですね、邪正論と言うことで、邪気と正気の両面から診察して治療すると言うことで。僕は臨床の中で、夏の時にベースは邪気論でやってるんですけど、やっぱし邪正の両面から診る時に、試しに正気側からですね補法をしてみると言うことはやっていました。昨年度。で、どのツボを使うのかと言うことなんですけど、邪気論を基本にした選穴もしましたし、今の資料に書いていなかったら申し訳ないんですけど、所謂六十九難の「虚すればその母を補う」と言う母穴ですよね。それを使うと言う事も試しました。

中村：邪気論から四十九難的な選穴をしたのに、それに対して補法をすると言うのは、それで取れたんですか？

H：いや、違います。説明が悪かったです。別々の患者さんです。Aの患者さんは普通に邪気論の治療して、Bの患者さんには補法を試してみたということ。

中村：そうじゃなくて、患者さんに対してその選穴の所で、じゃあ補法補しますってなった時の選穴を邪気論的に考えたのか。例えば火穴、夏の邪を処理するために火穴を選ぶって言うことは、邪ですよね。補で取れるんですか？

H：補で取れます。

中村：取れる？

H：だって考えてみてください。瀉法をするという意識と、そして手技があるんですよ。で、補法する時の意識と手技があるんですよ。その使い分けでいくらでも可能だと思います。だからツボに、ツボで決めるんじゃなくて、やっぱり手技とか意識とか、そう言う所に重きを置かないと、変わらないと思います。はい。

N：どうでしょう。

田附：すみません、質問です。本田先生、補法をした患者さんと瀉法をした患者さん、いらっしゃった、という事なのですけど、もし、選穴は同じで、瀉法と補法を変えたとしても上手くいったと思われますか。

H：僕の技術は、皆さん、ボチボチだと思ってくれていると、思うのですけど、いけるんですよ。上手にすれば、じゃないと、陰陽論とか、これからやっていく、陰陽調和の手法は、成り立たないと思います。

N：よろしいですか。はい、中村先生。

中村：山崎先生は、この辺のところ、お聞きしたいのですけど、例えば、補法をするなら母穴、６９難とか、瀉法だと、子にあたるツボですよね、そういうのを結構意識されているのじゃないかな、と僕は普段お話しすると、そういうお話をよく聞けるので、このあたりの所で、何か教えて頂きたいのですが。

山崎：僕のは単純です。今、テーマは何。心経の火穴、それを言ってくれたら、答えは簡単に出る。表に書いている通りにやるだけだから。

中村：心経の火穴に対してで補法をして、精気論的に邪が取れていくと、いう話をしていて、補法って母穴じゃないのかな、と思うのですよ、火穴からいくより、母穴の木穴から行った方が、補法だったら取れやすいんじゃないのか。

山崎：いやいや、そこで母穴という言葉を使うからややこしくなるのでね。心経の自穴、母穴という言葉を使うのであれば、自穴、母穴、子穴、畏穴でいいかえれば、心経の自穴とか母穴とか、使うだけで、それだけで僕は補法だと思っています。選穴による補法、それで、心経の子供のツボを使うのであれば、瀉法、という考え方で、前、発表させてもらった、あのまま使っています。心経だったら、何、水、木、火は補法、補うツボだろうと、仮に決めてやっていますと、あの時発表させてもらった。心経にとって、だから、剋穴とか、母穴とか、自穴は補法のツボ、子供のツボとか、孫のツボは瀉法だという考え方でとりあえずやっています。とあの時発表した、そのまま、その表をやっています。そこに心経に夏の邪がきたら、使うツボは、心経の火穴です。という事です。答えになりました。

H：今のお話しを聴いていて、ツボから考える補瀉法、と言うものがあって、手技から考える補瀉法、というのがあって、色々あって良いんじゃないのかな、と思ったのですけどね。どれも間違っていないですよね。やれますし。だから、やる方法が増えた、考えられるようになった、という事で、知識も増えて、あとはそれを上手く使えるようにしていけば、良いのではないかな、と思いました。上手にまとめられましたかね。

N：はい、ありがとうございます。

山本：邪気論の治療と、精気論の治療の所なのですが、邪気論から診た方と、精気論から診た方と、同じ患者さんの場合、ツボが、あの、手技が違っても、ツボが一緒になるという事は、ありますでしょうか。

H：僕はあると思っています。同じでも、外が虚して、中が実という事があったり、だいたいは外虚内実だと思いますので、その外虚を診ていくのか、内実を診ていくのか、という所で、使える、という考えやっています。

山本：夏期研なんかでも、邪気論の方から行ってみたり、精気論から行ってみたり、先生方の場合、ツボは一緒でも、手技が違っても、手技は一緒だね、という事も有り得る、ということですよね。

H：はい。

山本：ありがとうございます。

N：はい、ありがとうございました。時間がちょっときましたので、次に移りたいと思います。次は、「夏の邪を処理する場合、陰陽調和の手法はできているか？」という題になります。本田先生、お願いします。

H：はい、それでは二つ目のテーマです。夏の邪を処理する際にですね、使えているのか、使っているのか、使っていこうとしているのか、という事です。この陰陽調和の手法、昨年の名古屋の夏期研で出てきて、大阪では森本先生がランチョンセミナーでお話しして頂いて、資料も出していただきましたよね。この手法と言うものを研究していこう、ということで、取り入れています。僕たちは邪気を取り除くための、取り除いて、陰陽調和をさせているのですけど、その考え方、または手技が上手くいかない場合、どうすれば、それを解決できるのか、という事を話し合って頂きたいと思うのです。それと、今までやってきた治療法がありますから、それを使う事、使ってしまう事もあると思うのです。では、陰陽調和の手法を使わずに、今までの、従来の手法を使う経緯、理由などを話していただければ、と思います。以上です。

N：そうしましたら、11時40分まで、話をして下さい。よろしくお願いいたします。

グループディスカッション中

N：はい、では各班の代表の方、班長の方、話してもらいたいと思います。今度は2班から行きましょう。

中村：2班です。2班なんですけど、名古屋がしている所謂、陰陽調和の手法のやり方っていうのを、うちの感じでやっている先生って言うのはいない。そもそも、大阪の考えで言うと、邪を取りました、陰陽が調和されました、って言う結局、結果論で陰陽調和されましたって言うことで。名古屋がやっているって言うのは、邪とか云々じゃなくて、気が足りない、ある所から足りない所へ移すって言う考えで、そこに邪とかそういうどっちかって言うと、精気の話になるとは思うんですけど、そう言う考えでやっていると。ここに違いがある。結局大阪は結果的に陰陽を調和されました、って言う世界で手技をしているんで、そう言う所が違うんかな、と。あと、関連なんですけど、実技とかで脈の診方ですよね。深く脉診をする先生もいるし、浅い所で脈を診る先生もいるので、例えば、実技中とかでどのあたりの脈を診て、深さの脈を診て判断したのか、って言う所まで議論しながら実技をすると、よりこの、陰陽調和というか、手技云々の前に脈の診る基準ですね。僕はここで診ているんだとか、そういうのも話しながらやっていった方が、より良いんじゃないかなって言う話が出ました。

N：質問なんですけど、その浮いている脈、沈んでいる脈を診ると言うのは、何を基準にして浮いているとか沈んでいると言うのを診ていくんですか。何を目標にと言うか、何を診ているんですか。

中村：邪を診るにしても
中村：邪を診るにしても、例えば、すごく浅い所で邪を診る先生もいるし、深い所で邪を診る先生もいるので、僕は、深い所で邪を診ましたとか、浅い所でこの邪を診ました、というのも話て言った方が、より良い実技になるのではないかな、という話です。これは本部とかの取り入れて、ということです。

N：今の話は本田先生、何かありますか。

H：はい、本田です。中村先生、ありがとうございます。脈を診る基準、という所なのですけど、どこかしらには邪気がありますよね、邪気を含んでいるところが脈状に出て来ると思います。邪気の侵入する過程ですよね、というものを考えてみると、表面から奥に入っていく、という事で、まず、表層の部分で邪気と精気の戦いを見つけて、診ていく、という事が一つかな、と思いました。難経の治療もそうだと思うし、先表後裏ですか、まず先に治療するという治療法則もあったと思うのですけど、深い所の邪を見つける、と言うのも大切ですし、浅い所で邪正抗争しているのを、まず手を付ける、目立っている所を使う、というのが治療の一つだと思います。夏の事を考えると、やっぱし、表面、春夏というと、気は上に上がってきますから、表面の部分で、まず診ていくことが第一の見所ではないかと思います。

中村：実際の臨床に於て、邪を取りました、となって、それで先生は終わりますか？それとも、患者さんに合わせて、邪を取りました、もう一手、この患者さんだったら、ここを加えるとか、そういうことはありますか。実際の臨床で。

H：一回触って良く成ったら、もう触らないのが、自分のやり方ですね。

中村：という事は、季節の邪が取れたな、と思ったら治療終了、という事で。

H：はい、治療終了ですね。僕たち目指しているのは胃の気ある脈状で、胃の気のある脈状があるのに、例えば、他の事をして、まぁ、上手にできれば良いですけど、良い状態なのに、他に手を加える必要があるのかな、と言うのが一番ですね。

N：陰陽調和の手法に関して、何かありますか？はい、じゃあ、次4班、お願いできますか。

森本：ちょっと、その前に。先ほどのその中村先生の話の中でですね、深い所で診る、邪を診る先生もいれば、浅い所で診る先生もいるって言われましたよね。非常に矛盾だと思っているんです。脈診って言うのは、ま、何でも良いんですけどね。腹診でも何でもそうなんですけど、やはり患者さんに合わせて診るのが診察なんです。自分の手に合わせて患者さんをどうこうしたらダメなんです。多分、どう言うんですかね、要するに比較検討と言いますか、何かそういう感じが聞こえたんですけど。どうでしょう。

中村：その通りです。

森本：絶対、その通りですよね。そう言う風に思ってください。ドンドンわし、腹立ってきた。

N：じゃあ4班、お願いします。

片岡：4班です。陰陽調和の手法については、陰陽調和の手法と言うもの自体が分からないと言う人もおられましたし、あとは資料、ランチョンセミナーでいただいた資料ですかね、そこに精気論とか邪正論とか邪論と言うのが沢山書いてある、3種類書いてある理由が分からない、けれども邪を処理するって言うことを目的に、邪論の部分を実践していると言う先生もおられました。あとは、今までやってきた営衛の手法って言うのがやりやすいから、結果も出ているからやっていません。これから陰陽調和の手法も取り入れれば良いな、と言う先生もおられました。あとは、がっつり陰陽調和の手法をやっています、と言う先生もおられました。はい、以上です。

N：はい、森本先生

森本：精気論が出てきたり、邪正論が出てきたり、邪気論が出てきたり、と言う話が話がありましたので、一言、言っておきますね。あれは皆さんに通用するように書いたんです。漢方鍼医会全体に通用するように書いたんです。大阪漢方のためだけに書いていませんから。それと難経は、そう言うような両方のことも、どう言うんですかね、やっているのをちゃんと書いているんじゃないかな、と思って書いただけのことですから、今、邪論をやっているから余計なことを書く必要はないんじゃないかと言うのは、暴論だと思います。

片岡：ありがとうございます。えっと、班の中でもその話をして、それを言っていた人には理解していただきました。

N：はい、ありがとうございます。じゃあ3班、お願いします。

海老原：はい、3班です。3班も、邪論も陰陽調和の手法と言うのは勿論、使っていると言う先生は多くて、ま、何か陰陽調和の手法って言うのは結局の所、どんなやり方であっても最終的な目標はそれであるので（拍手）ありがとうございます。と思うので、だからそこだけ意識して使っていると言う印象は無くて、大阪漢方として邪論の陰陽調和の手法を使っていると言う意見が多かったです。その中で、何が問題で使いこなせないのかとか、あんまりちょっと、ちゃんと話し合えなかったんですけれども、1個気になったのは、邪の位置が例えば深い所にあって、その邪を抜きました。で、下面は閉じて衛気は漏れないようにします。そしたら勝手にその気が、バランスを勝手に取ってくれると言うか、で陰陽調和されると思うんですけど、それは何かちょっと勝手に思ったんですけど今、手が軽いんかなと思ったりして、その気が漏れないようにとか言いますけど、何か私としては下を閉じてはいるけど、本当に漏れていないのか分からないし、で脈を診てみて「おい」ってなったら「おい、漏れとったんかい」みたいな感じでしか分からないので、それを分かる方法とか、邪は抜けたけど気は漏れていないとか、何か分かる方法があったら良いなと今、感じられる方法があったら良いなと今、思いました。以上です。

N：はい、ありがとうございます。はい、森本先生。

森本：基本的に、今の海老原先生の奴ね、基本的には下面なんですよ。でも下面って言いながら下面が閉まっていないんですよ、皆さん。それやったら邪気も漏れるけど、精気も漏れる。だから良い脈にならない。昼から多分、言えると思います。おられる人は楽しみにしていてください。

海老原：ありがとうございました。

N：はい、ありがとうございました。じゃあ1班、お願いします。

竹下：はい、1班です。1班は脈状を処理する際に、陰陽調和の手法って言うのは意識して使っているっていう話が出ました。使いこなせないかって言うのは、ちょっとまだどうなのかっていうのは分からないんですけど、よく使うためって言う風な考え方ですけども、肯定的なような部分って言うか、邪がある程度になったら邪を出すとか、正気が漏れない、それで身体も良くなるって言うのが、意識を持って鍼をした方が良い鍼になると言うような意見も出ました。ぐらいですね、以上です。

N：はい、ありがとうございます。本田先生、何かありますか。

H：はい、えっと、僕が皆さんにお聞きしたいのは、そんなに問題ではないと思うんですけど、陰陽調和の手法をして、脈からもですね陰陽が調和されたなと思うことを目指しているっていうのは問題ないんです。あの邪気から治療しても、正気から治療しても。そのやっている中では、どう言う風になっているのかなって言うことをイメージした時に、海老原先生がおっしゃった陰盛ですよね。沈で実の脈の時、そこに、陰の部に邪気があって、その邪気を取り除こうとしますよね、邪気ですから。で、邪気を引き上げていって邪気が抜けたら、その陰盛だったものが、陰盛だったものがバランスが、邪気と正気の戦いが無くなって陰盛ではなくなって、陽虚も改善すると言うことなんですけど、この自動的に陰陽の法則で、陽虚が改善されて行くと言うこと、陰盛が改善されていくというの、分かります。分かっています。それと、もしかしたらその陰盛というところ、気が沢山、邪気と戦うために集まっているものも一緒に引き上げているのかな、と言うちょっとイメージで思ったんですけど、その辺りは皆さん、調和されたらそれで良いと思うんですけど、その辺をちょっとこう、どう言う風に考えたり、イメージしているのかな、と思ってお聞きしたいなと思っていました。

N：はい、今のご意見に対して、何か「私はこう考えている」と言うものがありましたら、お願いします。はい、山崎先生。

山崎：何でそれを今、言うの？って言うのが、正直なとこなんですけど、先生、自分で答を先に言われますよね。陰陽調和の陰陽論を考えって言われましたよね。

H：そうなんですよ。だから、そうなんですよ。答は分かっているんですよ。答は分かってるけど、どう言う風に、気って言うのは動いているのかなって言うことを、ちょっと知りたいなと。もっとイメージしたいなと思ってお聞きしただけです、はい。だから、もう気が

山崎：イメージの話？

H：調和されているのは分かっているんです。

山崎：それやったら良いです。何でそれを話題にするのかな、って言うのが分からなかったから。

N：はい、どういったイメージと言うもの、何かイメージをお持ちの方はお願いできますか。無いですか？片岡先生、無いですか？どう言うイメージで、邪を診ているのか。

片岡：どう言うイメージ。本田先生が言われた、深い所に邪があって抜くって言うことと、正気が深い所に集まっているのを陽の部に持ってくる。理論が違うんちゃうかな。ごっちゃになってるんちゃうかな、と思ってて、邪論でやりたいんだったら邪論、外に放つというか、捨て去る。それを考えれば良いだけであって、邪正論とか精気論とか言う所を考えるのであれば、陰から陽に移して調和させるとか。目的は調和、陰陽の偏りと言うのを整えると言うことなので、何かそれを2つ並べられたのは何でかなという、ちょっと疑問ではあるんですけど。

森本：いいですか？片岡先生、片岡先生、外に捨てることは捨てることで、調和じゃないんですか？宇宙との調和じゃないですか？じゃあ、それで良いじゃないですか。陰陽調和でしょ？

片岡：邪論だったらそれで良いと思います。

N：ちょっと、マイクが行きます。

森本：どこで調和させるかですよ。身体の中で調和させるかね、身体の外の関係で調和させるか。

片岡：はい、あの、外に出したら調和されると言うのは分かるんですけれども、そのそれと、なぜ正気を陰から陽に移すって言うのを混ぜて、質問として出されたかって言うのが分からないって言う話をしただけで、

森本：理屈は分かる訳ですね。

片岡：はい、分かってます。

N：はい、山崎先生。

山崎：いや、分かってるんだったらいいです。

N：はい。本田先生、どうですか。

H：ありがとうございます。とても分かりました。はい、ありがとうございます。

N：えっと、他に何かこれだけは言いたいと言う事がありましたら、手短にお願いしたいんですが、ありますでしょうか。そろそろ時間なんですが。はい、山崎先生。

山崎：あの、邪を処理すると言う言い方を、上から言ったら邪を処理すると言うことだけど、それを下から見る奴がおったら、正気を補っているなという、そう言う表現は具合が悪いですか。だから昔は正気を補えば、正気を補う言ったけど、正気を、だからコップに綺麗な水を入れていったら、一番上の埃が全部溢れて出ていってますよね。だけども、昔は正気を補ってからコップの上の塵・埃を箒で掃くんだみたいなことを言ったから、矛盾だなと思ったんだけど、正気を補えばそれでええやん、と。何でかと言ったら、上から言ったらそれは邪が補われたのかも分からんし、邪を処理すればそれでええやん、と。何でか言ったら反対側から見たら、邪を処理するためには正気を補われ、一々、正気論、邪気論、言わんでええんちゃうかな、とこの頃は思っているんですけども、いかがなものでしょうか。表現の仕方として。	Comment by 中本功一: 言い間違いだそうです。

N：ちょっと、森本先生から手が挙がってます。

森本：えっとですね、どうしてこの邪気論を私が発表したかと言うことに、そもそも論になるんですけど、精気を補った時に症状がきつくなることってありませんか、っていうどう言うんですか、疑問から出てるんですね。じゃあ、そうなったら邪気をちょっと取ってやるだけで、大騒ぎをしなくてもすむという状況ができる。それなのにですね、精気からグワーっと動かすことによって症状をきつくさすことによって、それでまたあたふたするって言うようなのが、シンプルでスピーディーな治療にはつながらんでしょう、と言う所が基本に僕の頭の中にはあったんです。だから、どう思われても良いんですよ。やっぱり良い治療になれば良いことであってね、精気を補っただけでも良くなる人はいくらでもいます。邪気を取っただけでも良くなる人はいくらでもいます。で、今は邪気を取ることで良くなると言うことを勉強しようじゃないかと言うことで、多分、やっておられるんだと思います。そのぐらいの感じでどうでしょうか。ただそれだけでは、精気のどういうんですか、の方にウエイトを乗っけられている先生方も沢山いますからね。特に大阪漢方以外だったら、ほとんど邪気よりも精気でしょう。と言うことですから、ある程度、仲立ちと言う意味もあって、精気からのどう言うんですかね考え方、それから治療の仕方も一緒に勉強しましょう、と言うような流れだと思います。

N：はい、どうもありがとうございました。時間になりましたので、今日の座学はこれで終わりたいと思います。皆さん、ご協力、ありがとうございました。
